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1 講演題目

分かりやすく，発表内容にマッチした講演題目を簡潔に記述してください．ヘッダー，およびサンプルのタイトルは削除いただいてかまいません．
2 講演者氏名

連名者全員の名前をお書き下さい．発表者の前に○を付けてください．
3 講演者所属

連名者全員の所属が分かるようにお書きください．部署等までできるだけ詳細にお書き下さい．
4 代表者E-mailアドレス

代表者のE-mailアドレスをお書き下さい．

5 キーワード

研究の内容を的確に表すキーワードを3語程度お書き下さい．

6 講演申し込み

講演申し込みは，

(1) WEB登録

(2) 講演概要（PDF化した本ファイル）のアップロード

の手順で行います．

まずViEW2015ホームページ

http://www.tc-iaip.org/view2015/contents/submit.html
でWEB登録を行って下さい．その後，講演概要のアップロード方法を記した確認メールが送信されますので，それに従い，講演概要をアップロードして下さい．なお，講演概要はPDF化（5MB以下）したうえでアップロードして下さい．

WEB登録などが困難な場合は12章の連絡先まで遠慮無くご相談下さい．

7 講演のWeb申し込み
Webでの申し込みでは著者情報の他に，講演に関する以下の項目についてお答えいただきます．
7.1 希望発表形式

希望する発表形式をお選びください．ただし，ご希望に添えない場合もございます．採択通知連絡の際に発表形式をお知らせ致しますので，お知らせしました形式でご発表下さいますよう，よろしくお願い致します．
· オーラル発表
口頭発表15分＋質疑応答5分を目安に，通常の口頭発表をしていただきます．
· ハイブリッドオーラル発表
口頭発表5分（質疑応答なし）で概要およびアピールポイントをお話しいただき，更にインタラクティブ発表形式での発表もしていただきます．
· インタラクティブ発表
発表に際してパネル、机、電源をご利用になれます．
7.2 研究のスコープ

下記の募集対象分野の中から該当するものをお選び下さい．ただし，応募対象はこれらに限られるものではありませんので，無い場合は相当する分野をお書き下さい．
技術
· 画像パターン認識
· 3次元画像処理，距離画像認識
· イメージセンサ，デバイス

· 画像処理ハードウェア，アーキテクチャ
· 光学的画像処理・計測
· 動画像処理

· 大規模データ画像解析
· 感性画像処理
· その他，画像処理基礎理論
応用
· 外観検査，欠陥検査，非破壊検査

· ロボット，マシンビジョン
· セキュリティ応用

· バイオメトリクス
· 高度情報交通システム，運転支援
· 環境認識，実環境センシング

· 映像情報処理、メディア処理
· 医療，生体

· ヒューマンインターフェース
· スポーツ，エンターテインメント
· その他，画像技術の実用的応用
7.3 成果の種類

研究成果の種類をシステム，アルゴリズム，ハードウェアの中から該当するものを選択して下さい（いずれにも該当しない場合には，その他の欄に成果の種類をご記入下さい）．

7.4 研究の特徴

研究の特徴として，何に着目しているかを簡単にお書き下さい（精度，ユニークさ，ロバストさ，完成度，速度，泥臭さ，など）．
8 概要

発表内容が十分理解できるように，本フォーマットを用いて2ページ程度で分かりやすく記述してください．1枚以上の図表を入れることを推奨します．内容の記述に関しては以下を参考にして下さい．また，7.2，7.3，7.4節の各項目についてもWebフォームのみに入力するだけはなく，必要に応じて講演概要にも記述して下さい．
(1) 提案手法によって何をどう解決しようとしているのか従来技術との関係にも触れながら簡潔に記述する． 
(2) アピールポイントを明確にしながら提案手法の原理について述べる．

(3) 提案手法によってどのような解決がなされるか（見通しでもよいので）簡潔にまとめる．

9 参考文献

適切な参考文献を引用し，論文内容の客観性，分野における位置づけなどを明確にして下さい．参考文献[1]はこの例のようにカッコで示します．

10 査読
皆様のご参考のために提出頂きました概要の内容に関して査読者からのコメントを付けさせて頂きます．最終原稿をご執筆の際にはコメントの内容をぜひご活用ください．
11 最終原稿

ViEW2015ではフルレングス原稿を収録した電子版講演論文集と，ダイジェスト原稿を収録した印刷版予稿集を発行します．フルレングス原稿では詳細な内容にしていただき，ダイジェスト原稿では本講演概要を基に，簡潔にまとめたものとしてください．
12 連絡先

〒169-0073　新宿区百人町2-21-27

アドコム・メディア（株）内 ViEW2015係

TEL: 03-3367-0571
e-mail：iaip@adcom-media.co.jp
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